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政、労働移動や土地管理等も含めた農村全体の総合的 構造調整 あり、一連の改革の進展によっ 農村の社会経済構造は、近年大きな変貌を遂げてきている。この中国農村改革による農村変容の全体像を提示することが、本書の研究課題のひとつである。
本書の第Ⅰ部では、現在の中国が
直面する農村改革のなかで、農業保護政策と農業財政の変容（第一章） 、




農産物の開発輸出が広く展開されるなど、農業 生産・流通構造は一九九〇年代以降大きな変化を遂げてきた。冷凍ギョーザ事件など食品安全をめぐる一連の事件 食品検査制度の厳格化を受け、日本向け農物輸出に減少傾向も見られ 一方で、東南アジアや韓国、欧米向け 農物輸出も急速 伸びてきている。
また、所得水準の向上とともに中
国人の食品安全に対する意識に 大きな変化が起こり、中国国内市場でも、有機食品や緑色食品といった安心・安全が保証される農産物へ 需要が高まっている も紛れ ない事実である。とくに二〇〇八年に発生した粉ミルクへのメラミン混入事件を契機に、食品安全が中国国内でより重視されてきた。
そのような文脈のなか、中国では
「農業産業化」と呼ばれる農業の新
たな取り組みが進められている。農業産業化とは、 「龍頭企業」と呼ばれるアグリビジネス企業が中心となり、契約農 や産地化を通じて農家や農村との連携を強化することである。それとともに、龍頭企業と農家との間を仲介す 「農民専業合作組織」と呼ばれる農業協同組合が近年盛んに設立されてきた。このようなインテグレーションによ 農業利益の向上と農村振興の強化は、今や中国全土への広がりを見せている。
本書の第二部ではこの「農業産業
化」をテーマに分析を行う。第五章では中国における農業生産の構造的変化と都市住民の食生活の変化 概説したうえで、農産物流通システムの変容を明らかにする。そして第六章では、農業産業 の重要なアクターである龍頭企 に注目し、龍頭企業と農家との取引形態の現状と課題について考察する。
続く第七章と第八章は、ともに農
民専業合作組織を分析対象とするが第七章では農民組織の基本的特徴の整理と実際の経済的機能、第八章では農民組織のリーダーに注目し、農業産業化のなかで 農民 の社会経済的意義を詳細に分析する。
本書をきっかけに、より多 の
方々が中国の三 問題に興味を持ち、中国農村の実態に対する理解を深めてくれれば、編者としてこれ以上喜びはない。
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